
 地震データの可視化分析 

-データインテンシブ・サイエンスのアプローチとして、膨大な地震
計測データに対するビジュアルデータマイニングのフレームワー
クの開発を行っている。 

- 4K立体視ディスプレイを用い、場所、時間、スケール、b値等の
パラメータを変えながらインタラクティブに可視化分析を行う。 

 デジタルミュージアム 

 没入型ドライビングシミュレータ  デジタルガイドマップ 

ビジュアル・シミュレーション・ラボ （小木研究室） 

Visual Simulation Lab. 

当研究室ではバーチャルリアリティ（VR）、ビジュアリゼーション、ヒューマンインタフェース等の研究分野にお

ける基礎的な研究から、次世代の情報システム、メディアシステム、社会システムを対象としたシステムデザ

インまで、幅広い視点で研究を行っています。 
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- タイルドディスプレイを用いた大画面高解像度表示によるデジタ
ルガイドマップの開発を行っている。 

-公共空間の中でID識別のできない利用者に対し、過去の断片

的な利用履歴から確率分布に従ったレコメンデーションを行う方
法を開発している。 

-高齢者の安全運転力の向上を目指し、没入型ドライビングシミュ
レータの開発を行っている。 

-視点に連動した立体視映像を提示することで、狭路走行、見通
しの悪い交差点、障害物回避等の状況での運転行動を計測す
ることができる。 

SICAN文化「黄金の仮面」のAR
展示 

「熊本城参勤交代」の群衆アニ
メーション 

日吉の街を再現した仮想世界
の運転コース 

没入型ドライビングシミュレータ
の外観 

点群表現によるb値分布の表示 

4K立体視ディスプレイを用いた
可視化環境 

デジタルガイドマップの画面例 

利用履歴から作られるコンテンツ
間類似度の確率分布 
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n(3, j) 類似度の確率分布 

利用履歴データベース 

-博物館において、モノを展示するだけではなく、歴史を遡り当時
の人々の営みや息づかい等の雰囲気を五感に伝える展示手法
を目指している。 

-空間型AR技術を用いることで、展示物とCG映像の融合や、人
物像とアニメーションCG映像を融合した展示表現を行う。 


